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「基本戦略」アクション・プランの進捗に関するお知らせ（その２） 

 

当社は平成 21 年 10 月 30 日に公表いたしました「「基本戦略」アクション・プラン策定に

関するお知らせ」のとおり、平成 22 年 3 月期を「構造改革期」、平成 23 年 3 月期を「収益

基盤確立期」、平成 24 年 3 月期を「収益基盤拡大期」とそれぞれ位置づけ、「全社的な経費

削減」、「業務体制の効率化」および「サービスの高品質化」の三つを柱として構造改革に向

け鋭意取り組んでおります。その進捗につきまして下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．「構造改革期」の進捗状況について 

平成 22 年 3 月期を「構造改革期」と位置づけ、不採算業務の見直し・事務所コスト

の削減・総額人件費の削減等に取組み、大幅な費用の削減を見込んでおります。さらに、

事業全般において採算性を含め考慮した結果、将来的に投資額の回収が見込めない業務

におけるシステム・機器などについては、減損損失を特別損失として平成 22 年 3 月期

に計上しており、「構造改革期」としての対応は順調に計画通り遂行いたしました。 

これらの施策の実施は平成23年3月期以降の業績に貢献するものと考えております。 

 

２．「収益基盤確立期」の対応 

平成 22 年 3 月期においてシステム・機器などを減損処理した業務については、根本

的にシステム・機器などを見直し、運用コストを削減して業務体制の効率化を実施して

まいります。 

新たな投資については、「サービスの高品質化」につながるものには積極的に取り組

むとともに、外部環境の変化に柔軟に対応可能な体制を構築して業務運営に取組んでま

いります。 

アクション・プランの施策のひとつであります、「海外ＢＰＯ」の活用については、

現在最終の検討段階に入っており、早期の「海外ＢＰＯ」稼動を目指してまいります。 

また、既にサービスインしております、「Ｄ－ＦＩＮＤＳ（電子文書管理サービス）」

や「ＣＬＳ（間接口座管理サービス）」といった新規業務は順調に拡大しており、同様

の「サービスの高付加価値化」につながる業務についても現在準備を進めており、今後

も積極的に取り組んでまいります。 
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３．今後の見通し 

平成 23 年 3 月期の業績に与える影響につきましては、本日別途公表しております「平

成 22 年 3 月期決算短信」における平成 23 年 3 月期の連結業績予想に反映しております。 

 

 

引き続き平成 23 年 3 月期を「収益基盤確立期」としてアクション・プランに基づく各施

策を済々と実施してまいります。 

 

以 上 

 


